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障
害
児
教
育
動
作
学
誌
上
実
習
(
十
}
、

藤

井

力

夫

姿
潜
の
保
持
と
歩
行
運
動
の
神
経
纏
序

{
5
)
、
脊
髄
反
射
、ベ

ル
マ
ジ
ャ
ン
デ
ィ
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法
則
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ら
一
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O
年
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伸張反射の自動調節機構
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A、

脊
位
前
根
に
運
動
性
の
機
能
、

F
-
マ
ジ
ャ
ン
デ
ィ
は
脊

髄
後
根
に
知
党
性
の
機
能
を
確
認
し
た
の
で
し
た
.
小
脳

や
延
髄
に
関
す
る

p
・
フ
ル

l
ラ
ン
ス
の
研
究
も
さ
る
こ

と
な
が
ら
、
脊
髄
反
射
が
運
動
性
と
と
も
に
知
覚
性
か
ら

構
成
さ
れ
る
と
す
る
見
解
は
、
障
害
児
教
育
の
創
始
に
そ

れ
な
り
の
一
つ
の
勇
気
を
与
え
た
の
で
し
た
.

図
A
は
、
脊
髄
反
射
に
関
す
る
現
在
の
シ
ヱ
マ
図
で
す
.

伸
碩
反
射
が
基
本
で
、
筋
肉
の
伸
張
を
感
知
す
る
筋
紡
錘

と
い
う
鍾
内
筋
が
筋
肉
の
中
に
存
在
し
.
こ
れ
が

h
群
線

維
を
通
っ
て
前
恨
の

α運
動
ニ
ュ
ー
ロ
ン
を
興
奮
さ
せ
、

元
の
筋
肉
を
収
縮
さ
せ
る
と
い
う
流
れ
で
す
.
筋
紡
錘
が

感
覚
器
官
で
あ
る
と
し
た
の
は

c
・
5
・
シ
エ
リ
ン
ト
ン

ヒラメ筋 H反射

信
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陸)、時富田で匝骨神粧を電気刷機し、ヒ ラメ脇

町筋電図を募出 (22諸 男) . ..11教を段階的に強
める とまず H援が現れ、1l<にM放が出現する.さ
らに強めると H滋は α運動ニューロンにおける
逆行性興奮との衝突により梢失する.
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一
八
九

0
年
代
の
こ
と
で
す
.
鮭
反
射
も
同
時
期
で
、

H
・
ホ
フ
マ
ン
が
そ
の
存
在
を
主
張

L
ま
し
た
.

回
目
は
研
究
室
で
記
録
し
た
も
の
で
す
.
膝
嵩
部
で
腔

骨
神
経
を
電
気
刺
激
し
た
と
き
の
ヒ
ラ
メ
筋
の
反
応
で
す
.

H
法
と
言
い
ま
す
が
、

一
九
五

0
年
代
に
ホ
フ
マ
ン
の
名

前
を
と
っ
て
付
け
ら
れ
ま
し
た
.
千
分
の
三
五
秒
ぐ
ら
い

で
脊
値
反
射
弓
を
戻
っ
て
ヒ
ラ
メ
筋
を
収
縮
さ
せ
ま
す
.

刺
激
を
強
め
ま
す
と
、

H
波
は
消
失
し
ま
す
.
強
め
る
ほ

ど
に

α運
動
線
維
の
逆
行
性
興
奮
と
衝
突
す
る
か
ら
で
す
.

同
時
期
、
筋
紡
錘
の
感
度
調
節
を
担
う

7
運
動
線
維
の

存
在
が
確
か
め
ら
れ
、

R

A

グ
ラ
ニ
ッ
ト
が

α
l
γ

関
連
で
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
貨
を
と
っ
た
の
は

一
九
六
七
年

で
し
た
(
図
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九
七

0
年
代
か
ら
八

0
年
代
に
か

け
て
‘

γ
運
動
線
維
に
お
け
る
楠
動
的
な
も
の
と
持
続
的

な
も
の
と
の
関
係
が
解
明
さ
れ
、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

医
学
を
発
展
さ
せ
ま
し
た
.
(
北
海
道
教
育
大
学
教
授
)

.fl~l~ 
時間最

で

錘肉筋線維の相対的短さに反応
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前
回
は
、
動
作
を
し
な
が
ら
、
絶
え
ず
誤
差
信
号
を
受

け
取
り
、
最
適
な

「逆
算
モ
デ
ル
』
に
ま
で
形
成
す
る
側

副
路
の
存
在
を
お
話
し
ま
し
た
.
前
厄

1
小
脳
片
葉
路
、

脊
髄

i
小
脳
虫
部
路
、
脊
髄

1
小
脳
中
間
部
路
、
大
脳
l

小
脳
外
側
部
協
が
そ
れ
で
す
.
野
球
で
ポ
ー
ル
を
打
つ
と

さ
、
結
果
の
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
だ
け
で
は
、
い
つ
ま
で
経

つ
で
も
後
追
い
で
終
わ
る
で
し
ょ
う
.
「
逆
モ
デ
ル
」
回

路
に
よ
る
前
向
き
制
御
が
予
測
的
な
打
ち
方
を
可
能
と
し

て
い
る
の
で
す
.
そ
れ
だ
け
に
.
脊
髄
レ
ベ
ル
の
反
射
調

節
が
重
要
で
す
.
今
回
は
守
髄
反
射
に
つ
い
て
お
話
し
た

い
と
回
ゃ
い
ま
す
.
こ
れ
へ
の
解
明
は
、
障
省
児
教
育
の
創

始
と
展
開
に
一
つ
の
背
景
を
構
成
し
ま
し
た
.
手
足
の
役

割
に
関
し
て
、
生
理

学
的
基
礎
を
提
供
し

た
か
ら
で
す
。

セ
ガ
ン
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障
害
児
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創
始
に
、
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ル

・
マ
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ア
ィ
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則
が
存
在
し
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い

た
こ
と
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話
し
し
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た
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「
脊
髄
神
経
栂
に
関

す
る
法
則
」
が
そ
れ

で
、
一
八
二

0
年
代

か
ら
三

0
年
代
に
か

け
て

C
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ル
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註)、上陸;. 、v運動エユ ー ロンの活動の有鍾.
b‘c‘，負荷大。 睡内筋輔維は ①撞外筋が引っ明

られたとき (b)、@y運動ニュ ロンの遠心性信 号

が来たとき(d) 臨轄する.選動ニ zーロ J 白信

号により睡外筋が収縮していても y運動ニュー

ロ/の情停で錘内簡が収帽、腫外筋より垣ければ

筋紡揖の求心性受射は増強する.


